
 

 
 

 

 

 

 

 

 

 

 

 
 

令和６年度は「横浜市中期計画 2022-2025」の中間振り返り（令和６年９月）において、市民イ

ンタビューを初めて実施しました。当該振り返りにおいても、今後も引き続き、市民目線での政策

推進に向け、あらゆる機会を捉えて、多様な手段により市民意見を把握することとしています。 
本調査は、今年度から計画最終年度となる７年度にかけて、新たな調査の積極導入や従来調査

の転換を図りながら、市民の皆様の暮らし・意識をはじめ、行政への満足度はもとより、不満足な

ところにも目をそらさず焦点をあて、重層的に実施しています。 
この度、中間報告がまとまりましたので、お知らせします。   

 
 
■調査の概要                                       

１ 「市民目線のニーズ探索調査」の全体像 

「若者世代意識調査」「市民生活・needs 調査＜その１＞」「パマトコ利用調査」と複数の調

査を重層的に実施しながら、市民生活の現状・ニーズの探究に取り組んでいます。 

７年度に、更なる追加調査の実施や、調査結果の要因分析等を行い、課題解決に向けた方向性

の検討を進めます。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

令 和 ７ 年 ３ 月 2 8 日 
政策経営局経営戦略課 

横 浜 市 記 者 発 表 資 料 

 
市民目線のニーズ探究調査の中間報告がまとまりました。 

～令和６年度・７年度の２か年で重層的な調査を実施し、市民ニーズを探究～ 



 

 
 

２ 中間報告のポイント 

本市として初めて若者世代に焦点をあてた調査を行い、より深いニーズの把握・分析に努めまし

た。調査では、雇用創出や経済活性化の要望のほか、経済的な理由による将来への不安等の御意見が

ありました。令和７年度は、引き続き、不安の背景にある要因分析を進め（性別、ライフステージ別

等）、市民目線での政策課題検討につなげます。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

   

    

 

 

 

  
   

 

 

お問合せ先 

政策経営局経営戦略課長  遠藤 春香  Tel 045-671-3912 


